
 

 

 

 

 

 

 

１． 趣 旨  

 

児童虐待にかかる相談件数は、増加の一途をたどり、児童相談所が対応した虐待相談は、2012

年度では6万7千件に達しようという状況にあり、喫緊の対応を図る必要があります。 

児童虐待が社会的な課題として取り上げられて以降、国は児童福祉法の改正や、要保護児童対策

地域協議会の市町村への設置、加えて児童相談所の体制強化を図ってきているところですが、改善

の兆しを見出せずにいます。 

こうした中、地域では児童福祉施設、社会福祉協議会や児童委員、あるいはNPO等において、

児童虐待防止に関する独自の実践が行われています。 

子育てが困難な家庭への訪問事業やショートステイ事業などの柔軟できめ細やかな対応や公的制

度の狭間における課題をカバーするなど、それぞれの分野で実践をしながら、民間の立場の強みを

活かした取り組みが展開されています。 

今後は、共通の行動方針に基づき、かつネットワークとして相互に連携・協働して取り組むこと

になれば、より一層の効果が期待できるものと考えます。 

今回は、子ども・子育てに関わる多分野の者が集い、児童虐待防止への対応について共通の行動

方針のもとにネットワークを構築し、すべての子どもに望ましい育ちが保障される子育て環境を作

りあげるために、今、地域の中でなにをなすべきかについて意見を交換し、ともに考え合い、その

方向性を見出していくためのフォーラムを開催します。 

 

 

2．主 催   社会福祉法人 全国社会福祉協議会 

 

3．共 催   全国保育協議会、全国保育士会、全国児童養護施設協議会、全国乳児福祉協議会、 

全国母子生活支援施設協議会 

 

4．後援（予定） 

全国里親会 全国情緒障害児短期治療施設協議会 全国児童自立支援施設協議会 全国自立援

助ホーム協議会 全国児童家庭支援センター協議会 全国学童保育連絡協議会 ＮＰＯ法人子育

てひろば全国連絡協議会 全国児童発達支援協議会 

 

5．日 時   平成25年10月22日（火） 10：30～15：40 

 

6．定 員   250人 

 

子子どどもも・・子子育育てて全全国国フフォォーーララムム  

児児童童虐虐待待とと向向きき合合うう地地域域社社会会ををめめざざししてて  



 

7．参加対象  全国の児童福祉施設関係者や社会福祉協議会関係者等子ども家庭福祉を推進する

機関・団体等関係者、民生委員・児童委員、マスコミ関係者、子ども・子育てに関

心のある方 等 

 

8．参 加 費  ２,０００円（税込）※資料代 

 

9．会 場  全社協・灘尾ホール 

（〒100-8980 東京都千代田区霞が関３－３－２  新霞が関ビルLB階） 

 

10．内 容 

10：30 開 会 

（あいさつ：全国社会福祉協議会） 

 

 10：40～12：10 【プログラムⅠ 基調講演】 

 「子ども家庭福祉の現状と課題」 

講師：松原 康雄 氏（明治学院大学 教授） 

 

 12：10～13：00  昼食休憩（50分間） 

 

 13：00～15：30 【プログラムⅡ シンポジウム】 

「今、求められる児童虐待への対応行動とは」 

【ねらい】 

(１)子ども・子育てに関係する方々をシンポジストとし、それぞれの分野における

児童虐待への対応状況について報告いただきます。 

(２)意見交換を行い、それぞれの取り組みに対する理解を深めます。 

(３)さらに、今後、民間サイドの取り組みとして求められる児童虐待への対応行動

を探ります。 

［シンポジスト］ 

都留 和光 氏（全国乳児福祉協議会 制度対策研究委員会委員／ 二葉乳児院施設長） 

村松 幹子 氏（全国保育士会 副会長 ／ たかくさ保育園園長） 

岡本 聡子 氏（子育てひろば全国連絡協議会理事 ／ 

特定非営利活動法人ふらっとスペース金剛 代表理事） 

北川 聡子 氏（全国児童発達支援協議会理事 ／ 

 社会福祉法人「麦の子会」理事・総合施設長） 

宮里 一男 氏（浦添市社会福祉協議会 地域福祉推進課 コミュニティーソーシャル事

業係長） 

竹島 芳子 氏 （福生市民生委員児童委員協議会 副会長） 

［コーディネーター］ 

    松原 康雄 氏（明治学院大学 教授） 

 

 15：35～    子ども・子育て全国フォーラム アピール 

子ども・子育て関係者が今、地域の中で児童虐待への対応として、共通の方針を共有

し、行動することを発信します。 

 15：40     閉 会 



 

 

11．参加申込・締め切り 

次頁「参加申込書」に必要事項をご記入のうえ、名鉄観光サービス株式会社 新霞が関支店に

FAX等にてお申し込みください。 

【申込締切】平成25年10月4日（金） 

※定員に達し次第、締切とさせていただく場合があります。 

【お申込先】名鉄観光サービス株式会社 新霞が関支店（担当：波多野） 

ＦＡＸ ０３-３５９５-１１１９  ＴＥＬ ０３-３５９５-１１２１  

〒100-0013 東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビルＬＢ階   

 

12．フォーラムに関するお問合せ先 

  全国社会福祉協議会・児童福祉部／担当：今井、岡澤、岡田、井上 

   〒100-8980 東京都千代田区霞が関３－３－２ 新霞が関ビル内 

TEL 03-3581-6503    FAX 03-3581-6509 

 

【会場地図】 

 

 

【アクセス】・地下鉄銀座線「虎ノ門駅」５番出口より徒歩５分 

・地下鉄千代田線／丸の内線／日比谷線「霞ヶ関駅」A13番出口より徒歩８分 



「子ども・子育て全国フォーラム」 
参加・昼食 申込書 

申込締切日平成 25 年 10 月 4 日（金）  定員に達した時点で締切とさせていただきます。 

【お申し込み先】   FAX 03-3595-1119 
名鉄観光ｻｰﾋﾞｽ㈱ 新霞が関支店 担当：波多野 〒100-0013東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ﾋﾞﾙ TEL:03-3595-1121 

都 道 府 県 ・ 
指 定 都 市 名  申込日     月       日 

ふ り が な  

所  属 
 
種別協・ 
社協等の 
区分 

□全国保育協議会 
□全国保育士会 
□全国児童養護施設協議会 
□全国乳児福祉協議会 
□全国母子生活支援施設協議会 
□都道府県・指定都市社会福祉協議会 
□市区町村社会福祉協議会 
□その他 
（具体的に                       ） 

氏   名 

 

勤 務 先 

（施設名等） 

 

 
役 職 名  

連絡先住所等 
（勤務先住所等） 

 

必要時の連絡先 

となります 

〒 ※郵便番号・住所は正確にご記入ください。 

住  所 

TEL FAX 
申込担当者名 

（連絡先） 

昼     食 
（10/22 ﾌｫｰﾗﾑ当日） □ 申し込みます     □ 申し込みません 

お弁当 1,000 円 お茶付 消費税込 

事前に送付する昼食券と引き換えに当日お渡しします 

◆締切日以降に参加券および参加費等の振込依頼書をお送りします。到着後ご送金手続きをお願いします。 
◆変更・取消が生じた場合は本申込書を変更箇所がわかるよう訂正の上再度ご送信ください。 
 

下記テーマについて、ご参加のみなさまの声をお聞かせください 
 
あなたが考える、児童虐待と向き合う地域社会とはどんな社会ですか？ 
また、児童虐待に対してあなたが所属する組織や施設等できることはどんなことですか？  
◆お寄せいただいた声は、本フォーラムのシンポジウムにその内容を紹介させていただく場合があります。 
また一部を、当日会場のホールロビーに掲載いたします。 

※掲載を望まれない方、あるいは匿名とされたい方は、下記該当する欄にその旨をご記入ください。

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
--------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【上記テーマについての意見記入欄】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この意見の、シンポジウムでの紹介やロビー掲示について、□にレ印をお付けください 

□紹介・掲示してよい（氏名・勤務先とも） □匿名扱いであれば紹介・掲示してよい □紹介・掲示はしないでほしい 

該当□にレ印を付

けてください（必須） 
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